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【連携推進（具体的な連携推進活動内容とその活動の効果等）】 

本研究課題は、惑星探査、地球観測、素粒子物理、分析計測という、通常では一堂

に会することがない分野の研究者が、TIA かけはしへ調査研究費申請をきっかけに、

「高感度マイクロチャンネルプレート」「量子線イメージング」というキーワードの下

に集結・連携し、ユニークな活動を開始するに至った。 

 

参画機関が中心となり研究会を開催した。 

マイクロチャネルプレートの動作原理のさらなる理解、光子・粒子到来の位置を特定

する演算回路の設計・製造、量子効率の向上に関する意見の交換、その他の利用法に

関する知識を参画機関で共有した。その一環として、抵抗体アノードを試作し、各研

究機関でその性能を調査した。 

 

また、 

マイクロチャネルプレートの製造について国内最大シェアをもつメーカーと、過去２

０年以上にわたる自然科学への貢献と反省点、今後の開発方針を確認した。大学・研

究所で行うべき試験事項を確認し、以下の項目を実施した。結果は、製造メーカーに

フォードバックし、今後の施策に役立てる。 

 

・探査機ミッションにて惑星大気イメージング等に用いるために開発されたマイクロ

チャンネルプレート抵抗アノードアッセンブリを量子ビーム利用実験に適応させた新

しい抵抗アノードを本連携体制にて設計・製作が行われた．その性能評価を，分子科

学研究所 UVSORにて，極端紫外放射光を用いて行い，中性子やミュオン，イオン検出

など素粒子や分析技術に応用するための諸性能を測定し，地上実験でも十分に機能す



ることを確認した。（分子科学研究所の岩山助教，九州シンクロトロン光研究所金安副

主任研究員の支援） 

 

 

【調査研究内容（実験等中心に背景・課題と実行された課題解決の内容と結果）】 

2023 年 3月 27日-28日にかけて本連携主催で行われた｢マイクロチャンネルプレー

トの高感度化とその応用分野についての研究｣において，宇宙・素粒子・中性子・イオ

ン分析・原子分子・反応化学の非常に常に幅広い分野の研究者と製造メーカーが一堂

に会し，量子イメージングに用いる検出素子であるマイクロチャンネルプレートにつ

いて幅広い議論を行った．製造メーカー側でもマイクロチャンネルプレートにおける

検出機構の素過程について完全に理解できておらず，二次電子生成・輸送・放出・増

倍・パルス化の各素過程について解明を進めることが重要との見解で一致した．ま

た，様々な利用形態にも耐えられる量子線イメージング開発のためには，検出素子の

耐環境性が重要であり，量子効率大気中でも安定なコーティング開発等が非常に重要

であるとの認識に達した．本研究会では TIA かけはし連携内外において多くの研究者

が参加し，今後の協力体制拡大への大きな布石となる重要な機会となった． 

 

【今後の活動予定】 

 

地球科学の分野を加え、新学術領域研究（研究領域提案型）に再応募する。採択さ

れれば、参画機関を拡大させ研究を発展させる。不採択な場合は、一昨年から継続し

ている基盤（Ｂ）、今年度から採択された基盤（B）をもとに、現在の構成機関で継続

して研究を進める。 

 

【SDGs17目標について、調査研究成果について、貢献ができると思われる項目があれ

ば、最大３つまで☑をご記載下さい。】 

 

☑研究成果に関連する SDGs目標がある。   □関連する SDGs目標は無い 

 

1 □貧困をなくそう 2 □飢餓をゼロに 

3 □すべての人に健康と福祉 4 □質の高い教育をみんなに 

5 □ジェンダー平等を実現しよう 6 □安全な水とトイレを世界中に 

7 □エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 8 □働きがいも経済成長も 

9 ☑産業と技術革新の基盤を作ろう 10 □人や国の不平等をなくそう 

11 □住み続けられるまちづくりを 12 ☑つくる責任、つかう責任 

13 □気候変動に具体的な対策を 14 □海の豊かさを守ろう 

15 □陸の豊かさを守ろう 16 □平和と公正をすべての人に 

17 □パートナーシップで目標を達成しよう   

 


